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研究要旨 
 健診施設全体へ HIV 検査を普及させた場合の HIV 陽性率を推定するためには、

健診施設における受検割合や、受検者に含まれる個別施策層の割合、その個別施策

層の陽性率など、様々なパラメーターが必要である。今回、健診施設で提供した無

料匿名 HIV･梅毒検査の利用者集団の HIV 感染リスクを評価する目的で、これら利

用者を対象としたアンケート調査を行い、その結果と、クリニックを窓口として実

施したゲイ向け無料 HIV･性感染症検査受検者を対象としたアンケート調査を行

い、その結果を比較した。 
 令和元年度に実施した健診施設における HIV 検査受検者向けアンケート調査結

果（190 件）と、令和二年度と令和三年度に実施したゲイ向け HIV･性感染症検査

受検者向けアンケート調査結果（令和二年度：222 件、令和三年度：122 件）から、

HIV 感染リスクに関わる設問を抽出し、その回答を比較検討した。 
 健診施設利用者とゲイ向け検査受検者では、アンケート調査における HIV 感染

リスクに関する設問の回答に差が認められ、その差は回答者の年齢により異なっ

た。また、HIV 検査の頻度や動機から、ハイリスク行動の頻度もしくは自覚に差が

ある事が示唆された。 
 

Ａ.研究目的 
 我々はこれまでに、健診センターや人間ドッ

クといった健康診断施設（以下、健診施設）に

おいてオプション検査等で提供されている

HIV 検査の実施状況や受検者数などの調査を

行った。また、健診施設において実際に無料

HIV･梅毒検査の提供を行い、その結果、新規

HIV 陽性者をみいだし、治療のためエイズ診

療拠点病院に紹介した。 
 このように、健診施設で実際に無料 HIV･梅

毒検査を提供し、その利用状況をモニタリン

グ・評価することは重要であるが、その一方で、

無料 HIV･梅毒検査をさらに普及させた場合

のインパクトを評価することも求められる。 
 健診施設全体へ HIV 検査を普及させた場合

の HIV 陽性率を推定するためには、健診施設

における受検割合や、受検者に含まれる個別施

策層の割合、その個別施策層の陽性率など、

様々なパラメーターの推定を試みる必要が有

る。 
 本研究では、健診施設で HIV 検査を受検し

た者の HIV 感染リスクをアンケート調査によ

り推定し、さらにゲイ向け HIV 検査受検者に

対して実施した同様のアンケート調査の結果
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と比較することで、健診施設における HIV 検

査受検者の相対的な HIV 感染リスクを推定す

ることを目的とする。 
 

Ｂ.研究方法 
１．健診施設における無料 HIV･梅毒検査利用

者に対するアンケート調査の実施 
 令和元年 8 月より那覇市内の健診施設にお

いて無料 HIV･梅毒検査案内を健診受診予定

者に問診票と共に発送し、HIV･梅毒検査の提

供を開始した。そして、検査の実施が軌道に乗

った 12 月初めより１ヶ月間、HIV･梅毒検査受

検者に対し、受検理由等を問うアンケート調査

を実施した。アンケートは匿名・自記式で、健

診当日に協力を依頼し、同意が得られた人より

回答を回収した。 
２．クリニックを窓口としたゲイ向け HIV 検

査受検者に対するアンケート調査の実施 
 令和二年度、協力を依頼した大阪府内と兵庫

県の阪神地域の計 5 クリニックにおいて、スク

リーニング検査に通常検査を用いた HIV/STI
検査をゲイ男性向けに提供した。期間は令和 2
年 11 月 2 日から 12 月 12 日までと、令和 3 年

2 月 1 日から 2 月 27 日までの２期行った。 
 アンケートは、クリニックの受付時に受検者

に配布し、採血までの間、もしくはクリニック

を去るまでの間に同意を得た人より回答を回

収した。 
 令和三年度は、新型コロナ流行の影響により、

協力クリニックは府内１ヶ所、兵庫県内２ヶ所

の計３ヶ所に減少したが、引き続き HIV/STI
検査をゲイ男性向けに提供した。期間は令和 3
年 8 月 23 日から 9 月 30 日までと、令和 3 年

11 月 15 日から 12 月 18 日までの２期で、そ

の間にアンケート調査を実施した。 
３．受検者アンケート調査結果の比較検討 
 １．２．で得られたアンケート調査の結果よ

り、HIV 感染リスクの推計に利用できる設問

の回答を抽出し、両者を統計学的に比較・解析

した。健診施設利用者は男性のデータのみを使

用した(９０名)。具体的には、年齢構造、性交

渉相手の性別、検査に来た動機となるハイリス

ク行動、これまでに受けた HIV 検査の回数、

HIV の検査場所について、回答者の年齢群別

（２０代、３０代、４０代、５０代、６０歳以

上）で比較した。回答の比較の差の有意性をフ

ィッシャーの正確確率検定により検定した。以

降、p 値が 0.05 を下回った場合に有意な差が

あるとする。 
（倫理面の配慮） 
本研究は地方独立行政法人 大阪健康安全基盤

研究所倫理審査委員会の承認を得て実施した 
（申請番号：1802-07）。 
 
Ｃ.研究結果 
１．健診施設における無料 HIV･梅毒検査利用

者に対するアンケート調査の実施 
 令和元年 8 月より那覇市内の健診施設にお

いて無料 HIV･梅毒検査案内を健診受診予定

者に問診票と共に発送し、HIV･梅毒検査の提

供を開始した。案内は毎月 1500〜2000 部発送

し、11 月の末まで合計 7036 部を発送した。

各月の受検者数は、8 月が 77 名、９月は 205
名、10 月は 285 名、11 月は 283 名、12 月は

253 名であり、12 月末までで合計 1103 名が受

検した。アンケート調査は HIV･梅毒検査の実

施が軌道に乗った 12 月初めから開始し、12 月

末までの１ヶ月間実施した。この間に HIV･梅

毒検査受検者 241 名に協力を依頼し、190 名

（男性 90 名、女性 100 名）の同意を得て回答

を回収した。 
２．クリニックを窓口としたゲイ向け HIV 検

査受検者に対するアンケート調査の実施 
 令和 2 年 11 月 2 日から 12 月 12 日までと、

同年 2 月 1 日から 2 月 27 日までの間に、大阪

府内と兵庫県の阪神地域の協力クリニック５

ヶ所において、ゲイ男性に HIV/STI 検査を提

供したところ、期間内にそれぞれ 153 名と 77
名（合計 230 名）の受検者があり、その内 145
名と 77 名の計 222 名からアンケートを回収し

た。また、令和 3 年 8 月 23 日から 9 月 30 日

までと同年 11 月 15 日から 12 月 18 日までの

間に大阪府内と兵庫県内の協力クリニック３

ヶ所において、ゲイ男性に HIV/STI 検査を提

供したところ、期間内にそれぞれ 59 名と 69
名（合計 128 名）の受検者があり、その内 58
名と 64 名の計 122 名からアンケートを回収し

た。 
３．受検者アンケート調査結果の比較検討 
 年齢構造については、健診施設利用者は３０

代が一番多く、４０代、５０代と続き、ゲイ向

け検査受検者 は３０代が一番多く、４０代、

２０代と続いた。年齢構造に有意な差は認めら

れなかった。 
性交渉相手の性別について、健診施設利用

者では全ての年齢群において女性が多く、一方

でゲイ向け検査受検者では全ての年齢群で男

性が多く、全ての年齢群において有意な差があ

った。 
検査に来た動機となるハイリスク行動につ

いては、全ての年齢群において、健診施設利用

者とゲイ向け検査受検者に有意な差が認めら
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れた。ゲイ向け検査受検者の全ての年齢群にお

いて、一番多く観察されたハイリスク行動は男

性との性行為であった。健診施設利用者で一番

多く観察されたハイリスク行動は、２０代、３

０代、５０代では、受検動機となるハイリスク

行動がない場合が一番多く、４０代、６０歳以

上では女性との性行為が一番多かった。２番目

に多く観察されたハイリスク行動は、２０代、

３０代、４０代、５０代のゲイ向け検査受検者

では女性との性行為であり、２０代、３０代、

５０代の健診施設利用者では女性との性行為

であった。 
これまでに受けたHIV検査の回数について

は、全ての年齢群において、健診施設利用者と

ゲイ向け検査受検者に有意な差が認められた。

健診施設利用者において、全ての年齢群で受け

たことはないが一番多く、３０代で過去３年以

上前が続いた観察以外は各年齢群において回

答者は０もしくは１という少数に留まってい

た。一方、ゲイ向け検査受検者では、全ての年

齢群で過去６ヶ月の間が一番多く、２０代では

受けたことはないが続き、他の年齢群では過去

６ヶ月以前〜過去１年の間が続いた。 
HIV の検査場所については、全ての年齢群

において、健診施設利用者とゲイ向け検査受検

者に有意な差が認められなかった。２０代の健

診施設利用者以外では保健所が一番多かった。 
 
Ｄ.考察 
 年齢は性感染症の重要な感染リスク要因で

あるが、健診施設利用者とゲイ向け検査受検者

に有意な差が認められなかったことから、健診

施設利用者とゲイ向け検査受検者のアンケー

ト調査の比較には年齢によるバイアスが少な

いことが示唆された。 
 性交渉相手の性別について、健診施設利用者

とゲイ向け検査受検者に有意差が認められ、集

団間で明らかな感染リスクの差が示唆された。 
 検査に来た動機となるハイリスク行動につ

いて、健診施設利用者とゲイ向け検査受検者と

の差の要因は、健診施設利用者においてはハイ

リスク行動が伴わない回答者が１番目もしく

は２番目に多かったことに対し、ゲイ向け検査

受検者では女性との性行為が２番目に多かっ

た事によると考えられる。この結果は１）ゲイ

向け検査受検者のほうが女性との性行為を通

したハイリスク行動を取っている、もしくは、

２）ゲイ向け検査受検者のほうが女性との性行

為についてリスクの意識を自覚していると考

えられる。 
 これまでに受けた HIV 検査の回数の健診施

設利用者とゲイ向け検査受検者との差につい

ても、１）ゲイ向け検査受検者のほうがハイリ

スク行動を取っている為に頻繁に受検してい

る、もしくは、２）ゲイ向け検査受検者のほう

がリスクを自覚していると考えられる。より詳

細なリスクの定量化のためには、この２点を区

別して健診施設利用者とゲイ向け検査受検者

のリスクを測ることが必要と考えられる。 
 
Ｅ.結論 
 健診施設利用者とゲイ向け検査受検者では、

アンケート調査における HIV 感染リスクに関

する設問の回答に差が認められ、その差は回答

者の年齢により異なった。また、HIV 検査の

頻度や動機から、ハイリスク行動の頻度もしく

は自覚に差がある事が示唆された。 
 
Ｆ.健康危険情報 
 該当なし。 
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